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お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに設置しています。
どうぞご利用ください。

鳥取市役所　
 0857-22-8111㈹
 0857-20-3040

〒680-8571（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）

本 庁 舎　尚徳町116番地
第 二 庁 舎　上魚町39番地
駅 南 庁 舎　富安二丁目138番地4
さざんか会館　富安二丁目104番地2
下水道庁舎　秋里903番地

鳥取市公式ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/

電子メール　
 kouhou@city.tottori.lg.jp

各総合支所　
国府  0857-39-0555  0857-27-3064
福部  0857-75-2811  0857-74-3714
河原  0858-76-3111  0858-85-0672
用瀬  0858-87-2111  0858-87-2270
佐治  0858-88-0211  0858-89-1552
気高  0857-82-0011  0857-82-1067
鹿野  0857-84-2011  0857-84-2598
青谷  0857-85-0011  0857-85-1049

携帯電話対応ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/

防災行政無線の内容は電話で確認できます
　防災行政無線の放送内容が聞き取れなかっ
たときなど、放送内容の確認をしたいときは、

「防災行政無線放送内容確認ダイヤル」へお
電話ください。
※本庁舎から一斉放送したものに限ります。

 0857-21-6100

PUBLIC INFORMATION

Contents　-目次-　
今月の表紙・人口・主な連絡先 P2
特集　大伴家持の生誕1300年を祝う P3
特集　「SQのあるまち』鳥取市シティセールスについて P4-5
特集　避難行動要支援者制度について、鳥取マラソン P6-7
特集　市職員の給与状況、シリーズ＠じんけん P8-9
まちかどアルバム P10-11
健康・病院 P12-13
ピックアップインフォメーション P14-19
情報ひろば、無料相談 P20-29
各施設のイベント情報 P30-31
2月のカレンダー、読者プレゼント P32

とっとり市報

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室

 0857-20-3132  0857-20-3056
発行／平成 31 年２月 1 日
印刷／株式会社鳥取平版社

鳥取市の人口
　男　 ： 90,764 人 ［ - 22］
　女　 ： 97,522 人 ［ - 61］
合　計 ： 188,286 人 ［ - 83］
世帯数 ： 79,960 ［ - 1］
平成31年1月1日現在［　］内は前月比

今月の表紙
新成人として　決意を新たに

　平成31年の成人式が、1月3日（木）とりぎ
ん文化会館で行われ、振袖や羽織袴に身を包んだ
約1700人の新成人が参加しました。
　会場とその周辺では、旧友らとスマートフォ
ンで写真を撮ったり、近況や思い出話に花を咲
かせ、談笑する姿が多く見られました。
　式典では、深澤市長が「地域とのつながりを
大切にして、将来の鳥取市を担ってもらいたい」
と新成人にエールを送ると、新成人を代表して
尾
お さ き

崎祐
ゆ う た

太実行委員長が「今まで周りの人に支え
られてきたが、これからは支える側に立ちたい」
と決意を述べました。
　また、式典前には「百

ひゃっかりょうらん

花繚蘭」によるしゃん
しゃん傘踊り、式典後には中学時代の恩師から
のビデオメッセージが披露され、新成人の門出
に華をそえました。
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宝くじの助成金として実施する事業です。
また、宝くじの社会貢献事業として、宝くじの受託事業収入
を財源として実施しているコミュニティ助成事業です。


